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編 修 趣 意 書 
（教育基本法との対照表） 

※受理番号 学校 教科 種目 学年 

29-53 高等学校 外国語 コミュニケーション英語Ⅲ  

※発行者の 

番号・略称 

※教科書の 

記号・番号 
※教科書名 

226 チアーズ コⅢ・350  ATLANTIS Hybrid English Communication III Intermediate 

 

１．編修の基本方針 

教育基本法第二条の目的を達するために、以下を編修の基本方針とした。 

一 言語の特性等を幅広く学びながら、コミュニケーションを図ろうとする態度を育成できる内容とする。 

二 多様な価値観を学んだり、その内容を他者と交換し合ったりペアワーク等をしたりすることで、互い

の意見が尊重される経験を積み重ねられるような構成とする。 

三 外国語を通した世界観に触れ、その有用性や実用性等の知識を学ぶ中で、自他の違いを重んじる態度

を育むと共に、主体的に社会に貢献しようとする態度を養えるような内容を扱う。 

四 世界を舞台とした題材を選んだり、世界に視点を置いた価値観に触れたりすることで、生命を尊び、

自然を大切にし、環境の保全に寄与する姿勢に広がりが持てるような構成とする。 

五 進んで外国の文化を理解しようとする態度を育成するとともに、国際理解や国際感覚を養い、国際社

会に関心が持てるような内容を厳選する。また、我が国について掘り下げて考えることができるよう配

慮する。 

２．対照表 

目次順にそった対照表 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 
該当箇所 

（ページ数） 

Lesson 1 

The Meaning of True 

Friendship  

「感動的な 3つのストー

リーを通して検証された

真の友情の意味とは」 

「真の友情とは何か」をテーマとする。フランクリン・ル

ーズベルト大統領夫人の残した言葉をきっかけに、友人間

に最も重要なこととは何か、を考える。（第１号）Loyalty, 

Honesty, Forgiveness と題した３つのストーリーを通し

て、自他の敬愛と協力を重んじる態度を養いつつ、友人間

で起き たトラブルに対して、どんなアドバイスができる

のか思案する。（第３号） 

 

 

 

1-10 

Lesson 2 

India 

「現代のインド、その成長

する経済と社会的な課題

を知るために」 

インドは世界で７番目に面積が大きく、２番目に人口の多

い国である。近代インドの基本的な知識を深めると共に、

マハトマ・ガンジーが生まれた背景やインド独立に向けて

の経緯を知る。（第１号）また、なぜインドは急速な発展

を遂げられたのかを学びつつ、一方で貧困層などの問題を

抱えていることを学ぶ。他国の実状と課題を知り、国際社

会に関与する態度を養う。（第５号） 

 

 

 

 

11-20 
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Lesson 3 

The Japanese Language 

from  

a Foreigner’s Point of 

View 

「日本語について外国人

はどのように考えている

のだろうか」 

ALT の Eddy と JTE のジュンコの会話を読んで、外国人が

感じる日本語への印象や疑問点について知る。（第５号）

「好きな言葉」「嫌いな言葉」を尋ね合うのは外国人と会

話をしていてよく問われるトピックでもある。この題材を

通して、日本人として自分はどのように答えるのかを実体

験してほしい。相手の考えを尊重し、自分の考えを表現で

きる力を身に付ける。（第２号） 

 

 

 

21-30 

Lesson 4 

A Train Trip to Norway -  

The Oslo to Bergen Line 

「ヨーロッパで最も美し

い列車路線の一つを発見

する旅へ」 

Jason と Naomi の旅行記を読んで、ヨーロッパの最も美し

い路線の１つと言われる「ベルゲン線（Bergensbanen）」に

ついて学ぶ。（第４号）標高 1200 メートルの駅を通過する

というその絶景の鉄道路線と、この鉄道がどのようにして

つくられたのか、その歴史的背景についても学ぶ。（第１

号） 

 

 

31-40 

Reading 1 

Leonardo da Vinci - Da 

Vinci, the Artist 

「歴史上、最も偉大な芸術

家の残した作品とその人

生」 

コミュニケーション英語Ⅰでは音楽家（モーツァルト）を、

コミュニケーション英語Ⅱでは作家（ディケンズ）の生涯

について読んだ。コミュニケーション英語Ⅲでは、芸術家

であり発明家でもあるレオナルド・ダ・ヴィンチを紹介す

る。Reading 1 では芸術家としての彼の側面とその生い立ち

や歴史的背景について学ぶ。彼の豊かな創造性が生まれた

背景にはどんなことがあったのか、自身の進路選択と重ね

ながら読み進め、職業観が広がることをねらいとする。（第

２号） 

 

 

 

41-48 

Lesson 5 

The Human Hybrid 

「科学や医学の進歩によ

り人間は 100 年後どのよ

うに変わるのか」 

科学や医学の進歩により、100 年後の私達は今の私達とは

全く異なっているかもしれない。CRISPR、出生前の遺伝

子操作、そして加齢現象を抑える老化防止操作が科学的に

可能であることが証明されてきている。しかし、果たして

それは道徳的に良しとされるものなのだろうか。現実に起

きている事象に目を向けつつ、その課題について考える。

（第 1号、第４号） 

 

 

49-58 

Lesson 6 

Marriage 

「世界中の様々な結婚の

形と、彼らが結婚生活に抱

く思いとは」 

海外では近年、「結婚」の考え方や在り方が変化していき

ている。（第 1号）結婚を望まない人の理由を様々な角度

から学びつつ、また、婚姻関係にも変化が生じてきている

ことにも目を向ける。世界には様々な「結婚」の形がある

という多様性を受け入れつつ、自身の結婚観、人生観につ

いて考えるきっかけになることを期待する。（第２号） 

 

 

59-68 

Lesson 7 

Strange Laws 

「世界にある奇妙な、ちょ

っと変わった法律の話」 

世界における奇妙で不可思議な法律について知識を深め

る。（第１号）法律は人々の安全を守り、権利を保証する

ものである。その観点は変わらないのだが、世界には面白

おかしい法律があるのも事実である。日本にも同様に奇妙

な法律がないか、この題材を機に考えるとともに、社会人

 

 

69-78 
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としてスタートする前の予備知識として、どのような法律

があるのかを学び、視野を広げる。（第２号） 

Lesson 8 

Japan’s Achievements (by 

the Numbers) 

「第 2 次世界大戦後の日

本が誇るべきいくつかの

功績について」 

「数」でみる日本の功績について学ぶ。第二次世界大戦後、

日本の成し遂げた功績を、オリンピックのメダル獲得数、

ノーベル賞受賞数、及び、日本の国際支援貢献度を数値化

し、世界やアジアと比較して客観的に分析する。日本の偉

業に誇りを持つとともに、日本人として、どのように世界

や平和に貢献できるのかを考え、その態度を共に養う。（第

５号） 

 

 

79-88 

Reading 2 

Leonardo da Vinci -  

Da Vinci, the Inventor 

and Architect 

「レオナルド・ダ・ヴィン

チの発明の数々とデザイ

ンの才能とは」 

Reading  2 では発明家やデザイナーとしての彼に焦点を

当てる。発明家に移行していった時代の推移やルドリー

コ・マリーア・スフォルツァ（ミラノ公）との出会いにつ

いて学ぶ。また彼が発明したものが、今日の生活にどのよ

うに影響を与え、どの分野の原形になっていたのかについ

て知識を深める。ダ・ヴィンチの発明に潜む彼の「想い」

にも焦点をあて、彼の人間性とはどんなものであったのか

を考える。（第１号） 

 

 

 

 

 

89-96 

 

 

Reading Techniques  

「英語の読解力を向上さ

せるために役立つ大切な

ポイント」 

これまでのLesson １～１０までの各レッスンの内容を長

文問題として再度触れることで知識の定着を図れるよう

留意した。（第１号） 

 

 

97-112 

Additional Reading 1 

Random Acts of Kindness 

「見知らぬ人からの親切

な行いについて」 

見知らぬ人からの親切な行い、見知らぬ人への親切な行

い、その双方について考える。相手を思いやる行動や困っ

ている人に手を差し伸べる大切さを７つの物語から読み

解く。自他の敬愛と協力を重んじ、実際に自主的に行動に

できる人間力を高める。（第３号） 

 

 

113-120 

Additional Reading 1 

Four Fables by Aesop 

「読む楽しさをイソップ

童話から」 

４つの有名なイソップ物語を読む。古来より変わらない人

間の普遍性等を読み、道徳観を高める。また、原文に近い

英文を読むことで読む楽しみを味わう。（第１号） 

121-124 

Vocabulary Builder 英文を読んで、同義語を見つける。習った表現を有機的に

つなげながら語彙の定着を図る。（第１号） 

125-129 

Word and Expression 

List 

単語慣用表現の一覧表 

各レッスンの新出単語、慣用表現の一覧表を載せた。（第

１号） 

 

130-134 
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３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 

一 外国語を通じてコミュニケーション能力を総合的に育成するため、実際の言語使用場面や言語の働き

に留意した。特に外国語を日常使用している人々にとって自然な表現であることに重きを置き、本書の英

語に触れることで、生きた英語が身に着き、また運用できるよう配慮した。 

二 レッスンの主題となるトピックを入念に選定した。生徒の日常に身近な題材を選ぶことで、興味関心

を高めることをねらいとする。また、多様なものの見方や考え方を養うとともに、公正な判断力が養える

ような題材にも挑戦した。様々な価値観に触れることで、国際社会に生きる日本人としての自覚を高め、

また自分の意見を表現し、社会に参画できるような態度が育成できるよう工夫した。 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 箇 所 

Lesson 8 

Japan’s Achievements (by 

the Numbers) 

我が国の功績を「数」を通して客観的に把握するととも

に、外国人の視点からみた日本の偉業を知ることは、我

が国に「誇り」を持つと共に、郷土を愛する態度を養う

ことにもつながると考える。来る 2020 年のオリンピック

に向けて、国際人として「おもてなしの精神」で海外か

らの選手等を迎えること、また、過去の栄光に引き続き、

さらなる日本の発展に寄与できるよう態度が養えるよう

配慮した。（学校教育法第二章三） 

 

 

 

79-88 

 

 

Lesson 5 

The Human Hybrid 

 

科学的な事象を理解し、英語でも表現できるよう配慮し

た。他教科との有機的な関連を持たせられることを期待

する。（学校教育法第二章七） 

 

49-58 
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編 修 趣 意 書 
（学習指導要領との対照表、配当授業時数表） 

※受理番号 学校 教科 種目 学年 

29-53 高等学校 外国語 コミュニケーション英語Ⅲ  

※発行者の 

番号・略称 

※教科書の 

記号・番号 
※教科書名 

226 チアーズ コⅢ・350  ATLANTIS Hybrid English Communication III Intermediate 

 

１．編修上特に意を用いた点や特色 

特色１・繰り返しによる学習 

 基礎的・基本的な知識・技能をしっかりと身に付けさせるため、導入から展開へ、少しずつつながりや広がりが持てるよう

意を用いた。例えば、トピックに関する事項や問題がレッスン全体に渡ること、語彙を少しずつ紹介し、かつそれが外国語を

日常使用する人々にとって自然な表現であることに留意した。実際に学んだ内容が社会生活においても活用できるように反復

の練習を通して確かな定着を目指す。 

特色２・段階を追った発展的な問題 

 学んだ内容を、個人からペアワーク、３～４人のグループワーク、そしてクラス全体で意見交換できるような構成とした。

少しずつ発展的な問題に取り組むことによって、自ら考え、判断し、表現する力が身に着くよう、またその過程で少しずつ外

国語学習に自信が持てるよう配慮した。 

特色３・継続的な学習意欲の育成 

 自主的に学習に取り組み、外国語に興味・関心が強まるよう、外国語を使用している人々を中心とする世界の人々やその世

界観をふんだんに味わうことができるような構成とした。視覚に訴える写真、図、題材、問題等が、学習意欲を継続させるこ

とを期待する。 

２．対照表 

A. 各レッスンにおける構成とその対照表（１レッスンにおける授業時数） 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当時数 

1. Cover Page 

レッスンで学ぶトピックや文法事項

についての概要を把握する。 

内容の取扱い（２） 

生徒の実態に応じて、多様な場面における言語活動

を経験させながら、中学校や高等学校における学習

内容を繰り返して指導し定着を図るよう配慮するも

のとする。 

 

各レッスン 

１ページ目 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.Vocabulary from Context 

短い自然な会話表現から文脈をひも

解き単語の意味を予測する。 

内容（２）ア 

英語の音声的な特徴や内容の展開などに注意しなが

ら聞いたり話したりすること。 

内容（２）ウ 

未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用

したりしながら聞いたり読んだりすること。 

 

 

 

各レッスン 

１、３、５、７

ページ目 

 

 

 

3.Pre-Reading 

本リーディングに入る前に、そのトピ

ックについての予備知識を導入する。

効果的な質問や写真を用いて、生徒の

内容（２）イ 

論点や根拠などを明確にするとともに、文章の構成

や図表 との関連などを考えながら読んだり書いた

りすること。 
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知的好奇心を刺激し、想像力を培う。  

 

 

 

 8 

 ～9 

  

 

4.Reading Part 1-4  

４パートに分かれる。既習文法事項を

盛り込み、繰り返し学習する。段階を

踏んだアプローチによって、着実に定

着していくことをねらいとする。 

内容（１）ア 

事物に関する紹介や報告、対話や討論などを聞いて、

情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえ

たりする。 

内容（１）イ 

説明、評論、物語、随筆などについて、速読したり

精読したりするなど目的に応じた読み方をする。ま

た、聞き手に伝わるように音読や暗唱を行う。 

内容の取扱い（２） 

生徒の実態に応じて、多様な場面における言語活動

を経験させながら、中学校や高等学校における学習

内容を繰り返して指導し定着を図るよう配慮するも

のとする。 

 

 

 

 

 

各レッスン 

２、４，６，８

ページ目 

5.Comprehension Questions 

本リーディングの内容理解問題を行

う。多様な出題形式で構成した。様々

な問題に触れることで発展的な内容

にも対応できる力を身につける。５

W1H の質問、T/F など一般的な問題

を盛り込んだ。 

内容（１）ウ 

聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験した

ことに基づき、情報や考えなどについて、話し合う

などして結論をまとめる。 

内容（１）エ 

聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験した

ことに基づき、情報や考えなどについてまとまりの

ある文章を書 く。 

6. Summary（Rephrasing） 

レッスンのまとめに、クロスワードを

ヒントに、本文を別の言い回しで表現

する。本文の内容理解と共に、どのよ

うにして大意をまとめるかについて

実践を通して学ぶ。 

内容（１）ウ 

聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験した

ことに基づき、情報や考えなどについて、話し合う

などして結論をまとめる。 

内容（１）エ 

聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験した

ことに基づき、情報や考えなどについてまとまりの

ある文章を書 く。 

 

 

 

 

 

各レッスン 

９ページ目 

 

 

 

 

 

 

 

1 

7. General Comprehension   

本文の大意を把握する問題を通し、レ

ッスンをより深く理解する。 

内容（１）ア 

事物に関する紹介や報告、対話や討論などを聞いて、

情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえ

たりする。 

8.Optional Reading 

-The Writer’s Corner  

外国出身者がどのような意見を持っ

ているのかに触れる。外国人の考え方

を知ることは、外国人との円滑なコミ

ュニケーションに役立つ。 

 

内容（１）ア 

事物に関する紹介や報告、対話や討論などを聞いて、

情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえ

たりする。 
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10.Listening, Writing, and Class 

Discussion 

学習した内容をもとに、情報や考えを

理解したり、概要や要点をとらえたり

する。レッスンのトピックに関して自

分の意見を英語で表現する力を身に

つける。 

 

内容の取扱い (１) 

中学校におけるコミュニケーション能力の基礎を養

うための総合的な指導を踏まえ、聞いたことや読ん

だことを踏まえた上で話したり書いたりする言語活

動を適切に取り入れながら、四つの領域の言語活動

を有機的に関連付けつつ総合的に指導するものとす

る。 

内容（１）エ 

聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験した

ことに基づき、情報や考えなどについてまとまりの

ある文章を書く。 

内容（１）ウ 

聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験した

ことに基づき、情報や考えなどについて、話し合う

などして結論をまとめる。 

内容（２）エ 

説明や描写の表現を工夫して相手に効果的に伝わる

ように話したり書いたりすること。 

各レッスン 

１０ 

ページ目 

 

 

 

 

 

 

 

2 

  計 11～12 

 

 

B.目次順にそった対照表（年間指導時数） 

※各レッスンについて、内容は上記の通りなので、ここでは単語合計数のみを記載する。 

(巻頭ⅱページの word map を合わせて参照) 

（第三章英語に関する各科目共通する内容等ア連語及び慣用表現） 

※各レッスン以外の内容について（リーディング等）は内容に記載した。 

図書の構成・内容 学習指導要領の内容等 
該当箇所

（ページ数） 

配当

時数 

Lesson 1 

The Meaning of True 

Friendship  

単語合計数 450  

 

 

1-10 

 

11 

Lesson 2 

India 

単語合計数 480 

 

 

11-20 

 

11 

Lesson 3 

The Japanese Language from  

a Foreigner’s Point of View 

単語合計数 510 

 

 

21-30 

 

12 

Lesson 4 

A Train Trip to Norway -  

The Oslo to Bergen Line 

単語合計数 540 

 

 

31-40 

 

12 

Reading 1 

Leonardo da Vinci - Da Vinci, 

単語合計数 580 

 

 

 

 

 



8 
 

the Artist 

The life and works of one of 

the greatest artists in history 

 

※Reading 1 と合わせ、

Communication 1,2 で学んだ６０の

文法事項を総復習できる構成。 

 

内容（１）ア 

事物に関する紹介や報告、対話や討論などを聞いて、

情報や考えなどを理解したり、概要や要点をとらえ

たりする。 

内容（１）イ 

説明、評論、物語、随筆などについて、速読したり

精読したりするなど目的に応じた読み方をする。ま

た、聞き手に伝わるように音読や暗唱を行う。 

内容（１）エ 

聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験した

ことに基づき、情報や考えなどについてまとまりの

ある文章を書く。 

内容の取扱い（２） 

 生徒の実態に応じて、多様な場面における言語活動

を経験させながら、中学校や高等学校における学習

内容を繰り返して指導し定着を図るよう配慮するも

のとする。 

 

 

 

 

 

41-48 

 

 

 

 

 

8 

 

Lesson 5 

The Human Hybrid 

単語合計数 610 

 

 

49-58 

 

12 

Lesson 6 

Marriage 

単語合計数 640 

 

 

59-68 

 

12 

Lesson 7 

Strange Laws 

単語合計数 670 

 

 

69-78 

 

12 

Lesson 8 

Japan’s Achievements (by the 

Numbers) 

単語合計数 700 

 

 

79-88 

 

12 

Reading 2 

Leonardo da Vinci -  

Da Vinci, the Inventor and 

Architect 

The inventions and designs of 

Leonardo da Vinci 

※Reading 1 と合わせ、

Communication 1,2 で学んだ６０の

文法事項を総復習できる構成。 

単語合計数 740 

 

内容は Reading 1 と同様とする。 

 

 

89-96 

 

 

 

 

8 

Reading Techniques  

長文読解問題 10 題 

内容（１）エ 

聞いたり読んだりしたこと、学んだことや経験した

ことに基づき、情報や考えなどについて、簡潔に書

く。 

内容の取扱い（２） 

 生徒の実態に応じて、多様な場面における言語活動

 

97-112 

 

10 



9 
 

を経験させながら、中学校や高等学校における学習

内容を繰り返して指導し定着を図るよう配慮するも

のとする。 

Additional Reading 1 

Random Acts of Kindness 

 

単語合計数 1350 

 

内容は Reading 1 と同様とする。 

 

113-120 

 

10 

Additional Reading 2 

Four Fables by Aesop 

 

単語合計数 950 

 

内容は Reading 1 と同様とする。 

 

121-124 

 

10 

Vocabulary Builder 内容（２）ウ 

未知の語の意味を推測したり背景となる知識を活用

したりしながら聞いたり読んだりすること。 

内容の取扱い（２） 

 生徒の実態に応じて、多様な場面における言語活動

を経験させながら、中学校や高等学校における学習

内容を繰り返して指導し定着を図るよう配慮するも

のとする。 

 

 

125-129 

 

 

 

 

適宜 

Word and Expression List 

単語慣用表現の一覧表 

内容の取扱い（２） 

 生徒の実態に応じて、多様な場面における言語活動

を経験させながら、中学校や高等学校における学習

内容を繰り返して指導し定着を図るよう配慮するも

のとする。 

 

 

130-134 

 

 

 

適宜 

  計 140 

    
 

 

 


